


理事会開きコロナ禍中の事業運営を協

新年互礼会も急

臨時総会で

中 を決める

『書面審議』

プラスチック工業組合は新型コロナ感染が再拡大する 11月19日、岐阜市薮田のふれあい会館

で第 2回理事会を開催し、今後の事業運営について協議した。

議題は新型コロナ感染再拡大で生じた①組合事業のあり方②事業縮小による賦課金減額ーの

2テーマ。このうち組合事業では、事前準備してきた新年互礼会を急きょ中止に決めるなど、

令和の中小企業活動にコロナ禍の余波が覆い被さった。

下半期も新年互礼会はじめ事業中止が相次いで

コロナ感染避けられず
田中理事長が理解を訴える

理事会は前回が書面審議になったため、 リア

ル開催は今年度初会議、全員マスク姿で検温・

手洗い消喜の 3密回避対策の中で開催した。

会議は田中理事長の「コロナ禍は企業活動に

も、組合活動にも大きな影響を与えている」の

あいさつで開始し、まず新年互礼会について協

議した。事務局から「互礼会は事前準備として

新年 1月20日、岐阜グランドホテルを会場に開

催計画を進めてきた」と説明があったが「急きょ

開催中止」を決めた。

田中理事長は「互礼会

は創立30周年事業で新設

した全組合員が参加する

交流の場で、中止するこ

とは残念でならない。コ

ロナ感染再拡大の中、防

止対策の徹底が求められ

る」と理解を訴えた。

今年度事業の

業は総会、技能検定など

多くの事業を中止、また

いる。組合としては初任者研修会に続いて技椛

講習会など人材育成を極力実施し、技能検定学

科試験の受験者も支援していく方針とした。

臨時総会は12月18日に開催する

工業組合は事業の縮小や中止で、国等から各

種助成金を受け①本年度事業計画②収支決算見

通しーに変化を生じたため、 12月18日（金）臨時

総会を開いて全組合員に『書面審議』してもらう。

議案は賦課金の一律 3カ月減額で、詳細は後日

の郵送になる。

3密回避対策を徹底し、下半期の組合事業を検討した理事会
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実技の検定合格を目指す
L射出成形作業の『技能講習会』

検定機を使用した 3時間の特訓J
工業組合は、令和 3年度の技能検定・プラス

チック射出成形作業(2級）の実技受検者を対象

に『技能講習会』の開催を準備している。

昨年度試行して好評を得たので、新年度の実

技検定前に、検定機のある射出成形室で準備を

進めており、決まり次第受講案内を送る。

受講対象は①2級の実技受検資格をもち、令

和 3年度の検定を受ける②過去に実技検定を受

け、受検を目指す一予定者で、定員は 8人。実

施は 2日間で電動成形機 I、II号機を使用し、午

前・午後に分かれて、 1人 3時間ずつ自由に習

熟に向けて特訓してもらう。受講料は材料樹脂

代金を含めて有料になる。

習熟と同時に時間配分の特訓も

実技検定は、射出成形機が電動機に代わり 5

年目、検定合格率は向上してきたが、成形作業

門□業能力開発促進大会を開く
コロナ禍で記念講演は取止める―-」

岐阜県と岐阜県職業能力開発協会は11月5日、

ぎふ清流文化プラザ長良川ホールで『第41回県

職業能力開発促進大会』を開いた。

岐阜県職業能力開発促進大会の表彰式

中に戸惑う受検者は多く、とくに成形機の取扱

いに関する失格者が多いのが実情である。

首席検定員によると「 2級受検者には電動機

に慣れず、デジタル制御の操作に戸惑っている。

良い成形品を作ろうと条件出しに時間がかかり、

結局は時間オーバーの失格になってしまう」。

さらに「検定試験は定められたルールのもと

に作業を終わることが第一条件である」とし「成

形機を習熟すると同時に、作業時間の配分も特

訓してもらいたい」と話している。

ロ後期技能検定は学科試験のみ

金型とプローと射出成形の特・ 1.2；□〕
後期技能検定の『ブロー成形』『金型製作』は

実技を取り止め学科試験のみ実施。前期中止の

射出成形作業も学科試験のみ実施。次は日程。

◇特級金型製作＝ 1月31日午前

◇特級プラスチック成形＝ 1月31日午前

◇ 1 ・ 2級金型製作作業＝ 1月31日午後

◇ 1 ・ 2級射出成形作業＝ 2月14日午前

◇ 1・2級ブロー成形作業＝ 2月14日午前

今年度の前期技能検定はコロナ禍で中止にな

り、開発促進大会も開催が危ぶまれていたが、

職業能力開発の重要性から岐阜県関係の功労者

表彰を行い、一層の技能尊重の社会的機運の高

揚を目指した。

次はプラスチック業界の受賞者。（敬称略）

◇岐阜県知事表彰（卓越技能者）

•伊藤孝穂（多治見市）プラスチック成形工

29年間にわたりプラスチック成形に従事し、

大量生産時の不良原因対策ツールを開発。

◇岐阜県職業能力開発協会長表彰（検定功労者）

•安藤勝基（恵那市）プラスチック成形検定員

長年にわたりプラスチック成形（射出成形）の

技能検定委員を務め、検定事業に貢献。
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口新入社員や営業関係者対象に『初任者研修会』開く

プラスチック成形のすべてを 1日で学ぶ
座学講習の基礎から成形加工の実技講習までロ

工業組合は11月6日各務原テクノプラザで、産業技術絵合センターと共催で『プラスチック

射出成形初任者研修会』を開いた。新入社員や成形知識を必要とする営業関係者を対象に、プ

ラスチックの基礎から成形加工工程まで、 1日でプラスチック知誠を学んでもらった。

コロナ感染対策を守リ 10人限定
る必要がある②樹脂のカタログ値を参照する際

は、試験方法を十分理解したうえで比較検討し

組合員企業の人材育成と定着対策を支援する てほしい。材料メーカー担当者の言葉を鵜呑み

事業で、入社間もない社員や営業部門など、成 にしないことーとアドバイスしていた。

形現場に関係ない初任者を対象に10人限定で実

施した。午前中はテクノプラザにある人材開発

育成センターで座学、午後は職業能力開発協会

の射出成形室の成形機を用いて実技講習を行い、

修了証書を交付した。

基礎の基礎からすべてを学んだ

〇…講師は①高分子の基礎②プラスチックの

特性③プラスチックの加工法一の座学、午後の

実技とも丹羽厚至センター化学部主任研究員と

長屋喜八元技能検定首席検定員が担当した。

高分子の韮礎は「高分子とは…プラスチック

とは…プラスチックの長所と短所」など基礎の

韮礎から始まり、現在使われている樹脂の種類

と用途を紹介した。また、加工業界で使用され

ている添加剤、難燃剤、抗菌防かび剤や強化剤、

帯電防止剤など進化している添加剤やリサイク

ルの現状についても説明があった。

樹脂の特性を知り適切に選択を

〇…プラスチックの特性では「どんなプラス

チックを選択すればよいか」を考える前に必要

な◇熱的性質◇機械的性質◇化学的性質ーを紹

介した後①樹脂材料には長所・短所が共存する

ため、目的製品の仕様に合わせ、適切に選択す

成形法の長所と短所を見極める

〇…プラスチックの加工法では、プラスチッ

ク成形品を設計するに当たり「成形品がどのよ

うに作られるかを十分に理解する必要がある」

と前置きして◇材料◇金型◇成形機械（成形方

法）一の 3要素を知ることが大切と話した。

具体的順序は材料選定→成形方法の種類→成

形方法から得られる形状（次頁を参照）→成形法

の長所と短所ーを定め、金型や金型材料の検討、

成形用樹脂との関係も重要である。

実機使い不良成形の改善策示す

〇…プラスチックの一般的な加工方法は①射

出成形②押出成形③ブロー成形④圧縮成形⑥卜

ランスファー成形⑥積層成形⑦注型成形⑧粉末

プラスチック成形の基礎を学んだ座学講習会
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成形方法から得られる成形品と樹脂

I[［ll;1,,lllJ,1,llli；層蒙，ll，ililll；呵I,，,，lllll̂lli|llllfll¥|IIIIIIIIIIII』|I|』|l』■馴I』-|』|III'I||||lIIIIIIII||IIIIIIIIIIIIIIIIIIII』|ll ]，1 lllliIIll’"冒l|

舅辿紐； 様々 紺蒻洞饒 嗣劉l綴紐

附碑 翫醗畑一定の（鳩、パイプ，フィルム、シート、等） 嗣醗

ブロー威房 ポトル昴状 飼醗

田 扇鴫協（インサート傷がある扇目も司麗） 嗣醗、紺靴性

トうンスファ劇杉厨唱騒（イソた卜胄がある晨品も可罷） 釦1劉、慰砥

躙戯 欄顧、樹罰！、欄剛lブリント配畠簸， 鰤

氾 シート、フィルム，闘鼠鳴（アクリM謹R拙貶霞晨良婁に等） 駒劉、眉骰澄

罷 湛輯（欝i水タンク、自鼠切ガソリ汐ンク，糧，尋） 嗣醗

カレンダ鵡 シート、フィルム 飼塑

発泡翻 “材（譴嗣、自働畢bパンパー）、針瓢翻、双ンジ 嗣劉も慰靴性

員空・空E咸杉 一（カッカ闘）、トレイ諒（瀾繹似唱鵠材、自劃靭 熱ii)醗

隋、翻歴蝠雌観凋トレ-‘尊）

限 鑓囀品 珈1劉、慰飩荘

成形⑨カレンダー成形⑩発泡成形⑪真空・圧縮

成形⑫表面処理・表面加飾ーがあり、県内業界

では射出、押出、ブローが圧倒的に多い。

午後はこのうち射出成形機を使用し、金型取

付から条件設定、材料変更、金型取外しまで一

連の成形操作の手本を示した。とくに操作時に

発生する成形不良品については、現物を示しな

がら発生原因と不良改善策を説明した。

（研修資料は組合事務局まで）

先違

時代を画す、A の実力。
卓越した性能、高品質な量産。

2班に分かれて射出成形機の操作を学んだ

令 Sumitomo
SHIDEMAG 

羹 SEEV誓日＠
名 全電動小型射出成形機 全電動中型射出成形懺

300kN~1800kN 6機種 2200kN~5000kN 8機種

令住友重機械工業株式会社プラスチック機械事業部 www.shi.co.i'plplastics/ 

国内営業部 〒141-6025東京都品川区大崎2-H Tel: 03-6737-2588 Fax: 03-6866-5184 
中部営業所 〒465-0045名古屋市名東区姫若町14-1 Tel: 052-702-3801 Fax: 052-702-3806 
グローバル営業部〒141-6025東京都品川区大崎2-H Tel: 03-6737-2576 Fax: 03-6866-5176 
千葉製造所 〒263-0001千葉市稲毛区長沼原町731-1Tel: 043-420-1471 Fax: 043-420-1591 
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産業技術総合センター化学部の研究開発と技術支援

業界ニーズに対応した支援目指す
新しく「高機能プラスチック製品の開発」に取組む

岐阜県産業技術総合センターの小川俊彦化学部長は、工業組合が開いた財務検討委員会で

「化学部が取組む研究開発と技術支援体制」を紹介した。小川化学部長は「県内の化学・プラス

チック業界は岐阜県産業を代表する成長産業。新年度からは高機能プラスチック製品の開発

研究にも取組み、業界の競争力強化に貢献していきたい」と前置きし①研究体制②技術支援③

新規研究ーなど、化学部の現況を次のように説明した。

ものづくり産業を代表する化学

《県内化学関連産業の役割》岐阜県製造業の

平成30年度出荷額は5兆8790億円、主な業種別

に分けると①機械・金属関連分野が57％②化学・

プラスチック関連分野が15%（うちプラスチッ

ク製造業は8.4%）③食品 8 ％④窯業 6 ％⑤紙•印

刷 5％ーと続く。戦後に生まれた化学・プラスチ

ック関連製造業の急成長ぶりはめざましい。

またリーマン不況で全産業が落ち込んだ出荷

額も、平成30年までにいち早く直近出荷額を上

回るなど、車・金属関連と共に県産業を代表す

るものづくり業界になっている。

質の高い設備と技術で業界支援

《化学部の業界支援》産業技術総合センター

は旧産業技術センタ一環境・化学部時代から保

◇高機能樹脂の自社製品育てる◇

岐阜県産業に占める化学関係業界

方スチック製品、コム製品、石油•石炭製品、 ： 
：医薬品製剤、医薬品原薬、ゼうチン・接着剤、'
＇その他無機または有機化学工業製品など ； 
‘‘ -----～ -～ --— ん -̂ ”^ “ --＾ ^ `• a~ “ ̀  " 争配 •• 一·に｀~ ” -＂ 冷• •騎 ◆ 心 ~ → ぷ

主な業種別の襲造品出荷額等の構成比
（岐皐順；平成30年麿）

有する技術ソースを承継し、現在は総合センタ

ーとして「ものづくり技術に関する研究開発・技

請け業務中心の県内企業のニーズに応えて①

樹脂の高機能化による他社との差別化（自社

《新規研究開発》令和 3年度から取組む新 製品の生産）②生産現場での作業環境・作業工

規研究テーマは①現場の生産性向上を図る高 程の改善によるコストダウン③樹脂の高機能

機能プラスチック製品の開発②石灰水洗ケー 化や金属等代替え材料の開発ーに取組み、県

キの環境材料への応用ーの二つ。 内企業の高機能プラスチック加工の生産性向上

高機能プラスチック製品の開発（右表）は下 を図り、地域の競争力強化に貢献していく。
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術支援の拠点」としての役割を果たしている。

化学部の業界支援は「企業ニーズに基づく研

究開発と質の高い技術支援をする」とし①研究

テーマの設定②技術支援③設備導入ーする方針。

リサイクル樹脂の品質向上図る

《研究開発》取り組んでいる研究開発テーマ

は①リサイクル樹脂成形技術に関する研究②プ

ラスチック材料の品質向上と技術の開発⑨石灰

水洗ケーキの用途開発に関する研究④ゾルゲル

コーティングによる金型部材への硬質膜形成一

を進めている。このうちリサイクル樹脂成形技

術の研究は、成形加工条件や添加剤を検討する

など、品質向上を目指し継続研究していく。

研究成果は他の部門と共同発表しており、今

年度はコロナ禍で中止になった。

工業組合の人材育成を全面支援

《技術支援》化学部として欠かせない①技術

相談②依頼試験③開放機器利用④人材育成ーな

どの技術支援事業もある。技術相談の実績（令和

元年度）はセンター全体で3676件、うち化学部は

347件に対応。依頼試験はセンター全体で9790

件のうち化学部は1446件に対応している。

開放機器の利用はセンター全体で1万8720件

あり、化学部関連の機器は粒度分布測定システ

ム、小型低真空電子顕微鏡、熱分析装置、熱溶融

測定装置がよく活用（主要15機器）されている。

人材育成はプラスチック測定手法研修などプ

ラスチック業界を対象としている。工業組合は

技能検定職員派遣をはじめ、プラスチック射出

成形初任者研修会、射出成形作業技能講習会の

講師派遣など全面支援を受けている。

石灰業界の課題解決と環境対策

新研究の石灰水洗ケーキの環境材料への応用

は、石灰製造時に副生する不純物の混じった『微

粒子炭酸カルシウムの用途開発』で①新用途開

発によってインフラ保護や環境対策に活用②県

内石灰業界の課題解決と社会貢献ーを目指す。

国三置新規研究テーマ（案） ～プロジェクト研究課題への提案～

罷；：IIIIIIIIl|I|11|IIIlII|1i1『|『11|||111繹t1;,1III|||!I|1|l||I|［社；』I|l 讀闘澤II|||II|li闊輌朧
ll|IIl||1|III1 曇'|lll

（令和3~7年度）

✓ 県内プラスチック製品製造企業は下請け業務が中心で、最終製品を生産している企業は少ないことから、樹脂の高機能化

による他社との差別化（自社製品の生産）への要望が強い。

✓ 一方で、生産現場では作業環境・作業工程の改善によるコスビわンの要請がある。

✓ そこで、樹脂の高機能化や金属等代替材料の開発を行うことで、高機能プラスチックによる現場生産性向上を図り、県内プ
ラスチック製品製造企業の競争力強化を図る。

国HI|IIII1|1「墨！1漏恥I各課題に対し、 4つのサブテーマを実施

帯電防止プロ一成形ポトルの闘発
す帯電防止機能を持った高純度薬品向けブロー成形プラスチックボトル
の開発

す帯電防止機能を持った樹脂製品の着色自由度向上と］ストの低下
す帯電防止機能の湿度依存性改善

難燃性プラスチック複合材料の開発
す耐火基準（難燃性等）に対応した非八ロゲン系難燃性プラスチック
複合材料の開発

す流動性、分散性等成形に適した難燃性プラスチック複合材料の開発

7 -
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Iメッセナゴヤ Iコロナ禍中の二大産業展開く 車の先端技術展

展示会のリアル開催が見送られる中で、今秋ナゴヤで実装展とオンライン展示の二大産業

展が開かれた。いずれもコロナ禍中の新常態展示会で、車産業集積地・東海の話題を生んだ。

名古屋商工会議所などが実行委員会を組織し

て毎年開催している
ロメッセナゴヤはオンライン展

WEBページで異業種交流展を開催中／口 「メッセナゴヤ2020」はリ

アル展示を止め 「WEBページによるオンライン

異業種交流展示会メッセナゴヤ2020オンライン 展」
i .... 

機能・性詭の

高度化の提案

製品•按硝｀サーピスの遷能、

性能｀耐久性の強化向上など

i 
コ`スト抵減・

小型軽量化・

効率化の提案

うンニングコスH祗減、ロス割滋今

省力化、小型化、軽塁化生竪性

作婁性の向上、工程の短縮など

環境配慮・

エネルギーの提案

兼公宮化、廃棄物削減｀CO,

削減の実現'省工ネ§釈こ*など

エネル資渥に向けた提案など

で、開催期間は11月16日から 12月11日まで

の26日間。電機・情報通信技術の「CEATECオン

ライン」に続く全国向けの完全オンライン産業

展。 メッセナゴヤは異業種交流を目的に576社

止
地域資源の活用や

産学•企業連携の提案

地域資源（立培・産業など）

の活用や匿学・企案隣アライ

アンスなど

I 

一デザイン性の

提案

信頼性・

安全性の提案

美的価薩J濁工学設計工学

ュニバーサ9レデザインの追求＊

向上など

晶
経営支援・

慟き方改革の提案

経営澱路、業務改革魯塁戟略．

呑．打只I!'!をどの各種ソリューション

ゃーピスの提供など

最新技術・

狡自技術の提案

AIJoTなどの最耕デジタル

技術や，醤界初•印に初皇界
初の技循、他社にはない自社

独自の筏衛・サービスなど

・団体が出展、岐阜県企業は34社・団体で、岐

阜大学や組合員の関連企業が出展している。

初試みのオンライン参加方法は、来場者が

WEBページに登録、出展案内（左表）にアクセス、

会期中は時間や場所に制約されることなく観覧

できる。例年のように「メッセBIZ」や「ビジネ

スセミナー」 も併催、 メッセージ交換により思

いもよらない出会いが期待されている。

口一世代車向けの最新技術を展示
ポートメッセで4団体が合同開催ー／］

実装展示会はポートメッセなごやで10月21日

から 3日間、第 1•第 2 展示館に420社が出展し

て開いた。会場は終日、参観者に検温とマスク

着用のコロナ対策を求め「オートモーティブ」

「ネブコン・ジャパン」「ロボデックス」「スマート

工場」の自動車関連技術団体を、

ビジョン（桐がまとめて名古屋開催した。

第 1会場では製造設備の革新を図るスマート

リードエグジ

工場とロボット活用の生産施設が中心。第 2会

場は車部品と先端技術を紹介し、自動運転の小

型EV車や、新開発した素材を活用した次世代

車が参観者を集めていた。強度と軽量化を図っ

た新樹脂、 IoT/IT/FAによる革新技術やエレク

トロ技術を活用した製品も注目をあびていた。

車
関
連
の
技
術
展
示
会
を
集
約
し
た
先
端
技
術
展

吹上で次世代ものづくり展開く
--------- ---------

名古屋国際見本市委員会は令和 3年2月24日

から 2日間、吹上ホールで『第10回次世代もの

づり基盤技術産業展』を開催する。

- 8 -



『岐阜県発明くふう展』は10月16日から 4日

間、岐阜市内のマーサ21で開かれた。コロナ禍

の感染防止対策中とあって、参観者は少なかっ

たが、組合員企業の（株）オンダ製作所が開発出

品した「樹脂製ワンタッチ継手」が特許庁長官

賞の栄誉に輝いた。

この発明くふう展は当工業組合も協賛してお

り、一般の部に出品した郡上市・長房英之さん

がクリアファイルを活用した「口元ガード」に

プラスチック工業組合理事長賞を贈った。

《樹脂製ワンタッチ継手・写真上》「レポスシ

リーズ」として開発した給水・給湯用の樹脂製

配管継手。従来の継手は流路抵抗が大きく、継

手の数が増すごとに流量が落ちる課題を解決し

た。開発した継手は配管を外側からシールする

構造で、ワンタッチでジョイント作業が完成す

る。効果は①抵抗が少なく流量が多くなる②リ

フォームの場合は配管□径をサイズダウンでき

るーなど節水・給湯エネルギーを削減できる。

《口元ガード・写真下》新型コロナ対策のフ

ェースガード。素材はポリプロピレンシートな

ので加工は容易、クリアファイルも再利用でき

る。眼鏡のフレームに通して一体化すれば、装

着感や皮膚との接触が減少する。

省エネ大賞の大臣賞を受賞

閻オンダ製作所の「レポス」

組合員企業の（株）オンダ製作所は、省エネル

ギーセンター主催・経済産業省後援の「2019年

度省エネ大賞・製品ビジネス部門」で最高賞の

経済産業大臣賞に輝いた。表彰式は年初の 1月

19日、東京ビッグサイトの会場

でが行われた。

表彰制度は省エネ製品の開発

と普及促進に寄与した企業に贈

られる新制度。オンダ製作所は

給水・給湯用の配管資材メーカ

ーで、製品開発した『レポス』

の普及促進事業が評価された。 省エネ大賞

- 9 -



□△▽□◇ ◇□△▽□ 
海洋プラごみ毎年800万トン増加

環境省の「令和 2年度の環境白書」によると

「2050年までに世界中で250億しのプラスチック

廃棄物が発生し、 120億旦以上のプラスチックが

埋立・自然投棄される」と予測される。プラス

チック生産は1950年以降に83億し、このうち63

億しも廃棄されたと推定される。 2018年発表の

製造用途は、ワンウェイの容器包装向けプラス

チック生産量が最も多く、全体の36％にのぼる。 県発明くふう展・児童生徒絵画の部知事賞

資源循環分野では不適正管理による海洋プラス 『海洋プラスチックを食べるロボット』

チックごみが、毎年800万トンも増加している。

下請法クイズ…よくある勘違い

令和 2年度第 1回・問題は14頁

公正取引委員会中部事務所は下請法相談によ

くある「勘違い」をクイズ形式でまとめた。間

題は14頁、回答は次のとおり。

《ステップ 1》C社は下請業者に該当します

が、 B社と D社は下請業者に該当しない。下請

フジ・クリエイト株式会社

法適用の対象となる下請取引の範囲を「取引の

内容（製造委託、修理委託、役務提供委託）」と

「取引当事者の資本金（出資総額）の区分」の両

面から定めており、 2つの条件の両方を満たす

と下請法が適用される。

《ステップ2》0さん、 Pさん、 Qさんの 3

人とも間違っている。親事業者は下請事業者に

製造委託等をした場合は直ちに「下請事業者給

付の内容（発注の内

””ものづくりのニーズに対応し、知恵を出す会社です。”” 容）」「下請代金（発

注した金額）」下請

事業者の給付を受

領する期日及び場

主要取扱い製品

各秤T作機械

リ ス取扱

蝸出入業務

フジ・クリエイト株式会社
代表取締役社長増田計義

東海•関西エリアマネージャー畠山稔光

中日本営業戸k
〒465-0025

愛知県名古屋市名東区上社3-609北オ］第一ヒJLテ
TEL 052ー 709-6671I FM'、 052-709-6672 

精密金翌

本社

〒I04-003こ

東京都中央区）＇,丁堀 2-16-3ICM中央に1し弓F
TEL IJ3-3523-D560 ; FA..尺 03-35謬ーり561

-10 -

所（納期や納入の場

所）」「下請代金の

支払期日及び支払

方法」その他の事

項を記載した書面

を下請け事業者に

交付の必要がある。

詳細は中部事務所

下請課電話番号

052-961-9424 



令和時代、 成形加工の新時代めざそう

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
組
合

役
員
企
業
＿
同道山のt

 。
2
 

ーたれさ備整こ峠曲十◇
ヽ

‘̀1 結を合落籠馬

①
中
山
道
・
落
合
の
石
畳
み
道

〇八丘ロ

ムトー精工株式会社

本 社

岐阜工場

代表取締役

〒509-0147

田 中 肇

〒509-0147 岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-1

TEL(058)371-1100≪芍 FAX(058)371-2593

岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-93

TEL(058) 383-8311≪芍 FAX(058)383-1516

”“／一つ
‘’‘“““‘ し‘’””'

代表取締役

杉山 元 彦

代表取締役

林 敬＿郎
Keiichiro Hayashi 

各種プラスチック真空成型加工

.Il0-IL化滋品緯式会社
本社畢工場市氾1-0打3岐阜県本巣市温井 24 3-3 

TEL (058) 324-9155（ffl FAX〈058)324-6221 
E-mail info@pearl-kaseihin.co、jp
U R L http://www.p,;arl-kaseihin.eo.jp/ 

虚
〗

岐阜産研工業株式会社
〒501-0555岐阜県揖斐郡大野町公郷1403

Tel. 0585-35-2529 Fax. 0585-35-2526 
e-mail. k-hayashi@gifusanken.com Hp. https://gifusanken.com 

• アテサ工業翻

代表取締役社長 下 野 泰

111本社・工場 岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL(0575)24-24J4（代表）

〒501-3217 FAX(0575)24-0567 
URL:http://www.athena-kogyo.co.jp 

輔

業務用食器ー式・製造卸・冶工具金型設計制作

合 大垣プラスチック工業株式会社

代表取締役会長

本社工場
〒503-0001
精工部

H
 

比 勝
、E
グ

大垣市大島町E丁目394番地
合〈0584〉81-1347代1
合〈05B4〉75-0333ff芍
f似(05B4〉Bl-1350

E-mail : ogaki-pla@okbnet.ne.jp 

ヽ
Ecoの輪を技術と製品で広げる

代表取締役会長 大 松 利 幸

本社／岐阜市神田町9-27大岐阜ビル12F
四』

②
中
山
道
＇
琵
琶
峠
の
石
畳
み
道

釜戸弓大漱宿は尾根の丘陵。発掘された全長500信の峠道
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禽

代表取締役社長 児i

本社 岐阜県安八郡神戸町未守 37 7の l

電話 (0584) 2 7 - 4 l 4 l 

支店東京、大阪

営茉所本社

工場本社、横井、能本、栃木、池田

③

中

山

道

＇

の

渡

船

場

跡

太田の渡しは中山道難所の一つ、渡船場への石畳み川道

関プラスチック工業株式会社
ブラスチック製品成形加工・ブラスチック精密金型設計裂作

代表取締役

洞 田 裡豊
ノ
ノ
ノ

音
早

〒501-3904岐阜県関市明生町2-7-10

TEL〈0575〉22-4352（代）
FAX〈0575〉24-5131
E-mail : office@sekipla.co.jp 

S高安株式会社
ECO十イロン樹脂「9ゴ孟;::.ゅ」の製逹・販売
再生原着ポリエステル短繊維の製造•阪売

代表取締役
ネ土 長 安古

向 彰

岐阜県各務原市蘇原村雨町3-47

〒504-0828TEL (058)382-2231（代表）
FAX (058)389-4563 

URL http://www.takayasu-rf.eo.jp/ 
E-mail: soumubu@takayasu-rf.co.jp 

ポリエチレンチューブ
農業用ポリエチレンフィルム

念悶東海ポリエチ工業所
代表取締役社長大野 寅

木社上場 岐阜県羽島郡岐南町野中7丁目129番地 〒501-6004
TEL (058) 2 4 6 - 1 3 1 3 
FAX (058) 2 4 7 - 2 4 1 1 

名古屋呂業所 名古屋市西区城四5丁日5番4号 〒451-0031
TEL (052) 5 2 1 - 9 2 9 6 

FAX (052) 5 3 2 - 1 6 6 4 

浜松事業所 浜松市西区入野町6056 〒432-8061
TEL (053) 4 4 7 - 2 5 1 1 
FAX (053) 4 4 7 - 4 2 4 8 

g!a料icpr叫瞑衿—® sceltevieR 

garんens

筵裟斑g珀応m怨終的紺m組求蒻鋲ぷ沿、j粗

mゅ“www.hachimankas祉 四jp

圏
Fukushima 
Kagaku 

株式会社ノクミ

ll l’ll I I Il’11999 

MUTOH 
代表取締役社長

武藤修平

株式会社武藤化成工業所

本 社岐阜県関市武芸川町跡部781 テ501-2605
TEL.0575-46-371 l FAX.0575--46-2285 

第二工場岐阜県関市武芸川町跡部972 7'50卜2605
TEL/FAX.0575--46-2720 
shuhei-m@mutohkasei.jp 
http://mutohkasei.jp/ 
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④
木
曽
川
・
笠
松
湊
の
渡
船
場
跡

エンジニアリング・プラスチック成形加工

3Dプリンター加工・自然由来材料成形加工

株式会社川瀬樹脂工業

代表取締役
社長 ] l l 瀬忠雄

墨

5
 

19ー
3
・め芯符

屯
V]047500

U
巫

b

(

0

 

;
9
<
！
 

本社工場 7'50:l-{Xll l岐阜県大垣市曽根町1丁目 686番地
TEL (0584) 27-2566 FAX (051'1) 27-5(ぅ56

羽島工湯 〒501-6236羽島市江吉良町字西郷中395番地

E-mail: t -kawase@sunthree.co.jp URL: http://www.kawase-plo.com/ 

熱田と岐阜を結ぶ笠松湊と渡船場跡。 114信の石畳み道

＠ ；；；；二竺：
美濃化学工業株式会社

代表取締役吉田健司

〒501-3763

岐阜県美濃市極楽寺 1451-1

TEL(0575)33-1888 FAX(0575)33-1618 

E-mail:mk1451@ceres.ocn.ne. jp 

岐阜県のプラスチック

2020年第241号

令和 2年12月 1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番地 l号

（岐阜産業会館4階）

電話(058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者岩津文子

Xヽ日本ポリプ□株式会社
〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番1号 TEL03-6414-4500
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令和 2年度第 1回

下請法クイズ ～よくある勘違い～

公正取引委員会中部事務所では，日々，下請法に関して，ご相談をお寄せいただいていま

す。その中で多く見受けられる「勘違い」について，クイズ形式でまとめてみました。「勘

違い」による法律違反の未然防止にご活用いただければ幸いです。

1ステップ1（下請法の適用対象：役務提供委託） 1 

Q 1 : 

運送業を営むA社（資本金5億円）に勤める Nさんは，上司の指示で取引先との取引条件

の見直しをしています。下請法の適用を受ける取引については，一般の取引とは別の取引条

件にしようと考えているのですが，下請法の適用を受ける取引先がどこなのかNさんは分か

りません。

次の B社， C社， D社 (3社とも資本金は 3000万円）は， A社の下請事業者（下請法

の適用を受ける委託先）に該当するでしょうか？

(B社）給食会社 (A社の社員食堂の運営を委託している。）

(C社）運送会社 (A社が受注した運送の一部を再委託している。）

(D社）税理士法人 (A社の経理事務処理を委託している。）

Iステップ2 （親事業者の義務：書面の交付義務） l 
Q2: 

親事業者である E社は，下請事業者である F社に対して部品の製造を委託しており，発

注後直ちに，発注書面を交付しています。

E社は，発注時までに納期を定めて発注書面に記載することが可能ですが，「納期」につ

いては，発注書面に記載せず，発注後に F社と口頭で取り決めています。

発注書面に納期を記載していないことについて， E社の発注担当者の0さん， Pさん，

Qさんは，下請法の観点から次のようなことを考えています。正しい理解をしている人は

いるでしょうか？

(0さん）発注後に納期を決めるというやり方で F社も納得しているから，わざわざ発注

書面に納期を記載する必要はないと思う。

(Pさん）これまで F社は，発注書面に納期を記載してほしいと言ってきていない。言っ

てきたら記戦することでいいのではないかと思う。

(Qさん）「納期」は，発注書面の必要記載事項ではないから記載しなくてもいいのではな

いかと思う。
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厚生労働省令和2年度キャリア形成サポートセンター事業
（本事業は株式会社パソナが厚生労働省より受託・運営しています）

翡若者が辞めない職場に

闘女性が働きすい職場に

翡シニア人材のキャリア活用に

出

キャリア形成サポートセンターは、ジョブカード(※1)やセルフ・キャリアドック倅2)を活用し、キャリアコンサルティング

を行いながら、労働者等のキャリア形成と職業能力開発を総合的に支援します。これにより、企業様は従業員

の仕事や能力開発への意欲を高め、定着を促進する効果を狙うことができます。

(※1)ジヨブ・カードとは

ジョブ・カードとは、学生・求職者・従業員等のキャリアアップや、

円滑な就職等を促進することを目的とした「生涯を通じたキャ
リア・プランニング」及び「職業能力証明」のツールです。

(※2)セルフキャリアドックとは

セルフ・キャリアドックとは、定期的なキャリアコンサルティングとキャリア研修な
どを組み合わせて行う、従業貴のキャリア形成を促進・支援することを目
的とした総合的な仕組みのことです。

くご支援内容＞ 〇ジョブ・カードやキャリアコンサルティングに関するご相談、講座・研修等
0 雇用型訓練の申請支援

0 キャリアコンサルティング（面談）

0 セルフ・キャリアドックの導入支援

0 ジョブ・カードを活用した採用活動・従業員の人材育成・評価の支援

オンラインによるご相談、講座、面談にも対応しています。
支援にかかるご相談、キャリアコンサルテイングは無償での提供となります。

詳しい説明をご希望の方は、下記へご連絡ください。

愛知睾

［電話］ 052-561-1371

【メール】 carisapo_aichi@pasona.co.jp

トセンター （旧ジョブ・カードセンター）

1-4 
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キャリア形成サポートセンターは全国
37拠点で支援を実施しています



本社と岐阜工場の成形工場

ムトー精工株式会社は、金型技術・成型加工技術を追求することにより、進化する

スチッ 覇三品質な部品として社会に届けることを使命としています
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